自家 (じか)末梢 (まっしょう)血 (けつ)単核球 (たんかくきゅう)採取 (さいしゅ)（アフェレーシス）に関 (かん)する説明書 (せつめいしょ)

自家 (じか)末梢 (まっしょう)血 (けつ)単核球 (たんかくきゅう)採取 (さいしゅ)にあたり、あらかじめ同意 (どうい)をいただいております。以下 (いか)の説明 (せつめい)をお読 (よ)みになった後 (あと)、納得 (なっとく)、同意 (どうい)していただけましたら、同意書 (どういしょ)に署名 (しょめい)をお願 (ねが)いします。

1. 自家 (じか)末梢 (まっしょう)血 (けつ)単核球 (たんかくきゅう)採取 (さいしゅ)について
自家 (じか)末梢 (まっしょう)血 (けつ)単核球 (たんかくきゅう)採取 (さいしゅ)（以下 (いか)アフェレーシス）は、今回 (こんかい)の新 (あたら)しい治療 (ちりょう)で用 (もち)いる融合 (ゆうごう)細胞 (さいぼう)を作成 (さくせい)するのに必要 (ひつよう)な特別 (とくべつ)な採血 (さいけつ)です。この方法 (ほうほう)は一般的 (いっぱんてきに)にほかの治療 (ちりょう)する際 (さい)に血液 (けつえき)を作 (つく)る力 (ちから)を助 (たす)けるために用 (もち)いられる方法 (ほうほう)です。
この方法 (ほうほう)は大人 (おとな)だけでなく、子供 (こども)でもよく行 (おこな)っており、今回 (こんかい)の単核球 (たんかくきゅう)（白血球 (はっけっきゅう)）を採取 (さいしゅ)にあたって特別 (とくべつ)な準備 (じゅんび)やお薬 (くすり)は必要 (ひつよう)ありません。

2. 方法 (ほうほう)と予期 (よき)される副作用 (ふくさよう)
採取 (さいしゅ)にあたっては、血液 (けつえき)を採 (と)る採血 (さいけつ)ルートと体 (からだ)に戻 (もど)すための送 (そう)血 (けつ)ルートの計 (けい)2つの血管 (けっかん)ルートを準備 (じゅんび)します。一般的 (いっぱんてき)には両腕 (りょううで)（多 (おお)くは肘 (ひじ)）に注射 (ちゅうしゃ)針 (ばり)を刺 (さ)し、血液 (けつえき)成分 (せいぶん)分離 (ぶんり)装置 (そうち)を用 (もち)いて細胞 (さいぼう)を採取 (さいしゅ)します。この採取 (さいしゅ)には3～4時間 (じかん)かかります。採 (と)った細胞 (さいぼう)は、研究室 (けんきゅうしつ)に搬送 (はんそう)され細胞 (さいぼう)の加工 (かこう)と保存 (ほぞん)が行 (おこな)われます。
採取 (さいしゅ)にあたって一番 (いちばん)大事 (だいじ)な問題点 (もんだいてん)は、一度 (いちど)にたくさんの細胞 (さいぼう)を取 (と)り出 (だ)すための良 (よ)い血管 (けっかん)を見 (み)つけられるかです。よい細胞 (さいぼう)を採 (と)るには血管 (けっかん)から一度 (いちど)にたくさんの血液 (けつえき)を取 (と)り出 (だ)す必要 (ひつよう)があり、通常 (つうじょう)は両肘 (りょうひじ)の血管 (けっかん)に点滴 (てんてき)ルートをいれます。しかし、血管 (けっかん)の細 (ほそ)い患者 (かんじゃ)さんでは、手首 (てくび)の動脈 (どうみゃく)に点滴 (てんてき)ルートを入れたり、首 (くび)や足 (あし)の付 (つ)け根 (ね)の太 (ふと)い静脈 (じょうみゃく)にカテーテルを入 (い)れる場合 (ばあい)があります。ブロビアックカテーテルがある患者 (かんじゃ)さんはこれを使 (つか)うことが出来 (でき)ます。
副作用 (ふくさよう)でたまに起 (お)きるものに『しびれ』があります。血液 (けつえき)成分 (せいぶん)分離 (ぶんり)装置 (そうち)を使 (つか)う際 (さい)に使用 (しよう)するお薬 (くすり)によってからだのカルシウム濃度 (のうど)が低下 (ていか)することによって発症 (はっしょう)します。これはカルシウムの点滴 (てんてき)をするとよくなるので、前 (まえ)もってカルシウムを入 (い)れながら採取 (さいしゅ)を行 (おこな)います。また、吐 (は)き気 (け)がしたり、からだがだるくなることがあります。それらの症状 (しょうじょう)が出 (で)たときは看護師 (かんごし)さんや周 (まわ)りにいる人 (ひと)に伝 (つた)えてください。また、針 (はり)を刺 (さ)すときに、気分 (きぶん)が悪 (わる)くなったり、血圧 (けつあつ)が下 (さ)がったり、心臓 (しんぞう)の動 (うご)きがゆっくりになってしまう人 (ひと)がごくまれにいます。ほとんどが自然 (しぜん)に回復 (かいふく)しますが、なかなかよくならないときは体 (からだ)の向 (む)きを変 (か)えたりや水分 (すいぶん)の点滴 (てんてき)をしてよくします。

3. 自家 (じか)末梢 (まっしょう)血 (けつ)単核球 (たんかくきゅう)採取 (さいしゅ)を実施 (じっし)しない場合 (ばあい)の選択肢 (せんたくし)について
今 (いま)のところ、この新 (あたら)しい治療 (ちりょう)をやるときには、アフェレーシスをしないで治療用 (ちりょうよう)の細胞 (さいぼう)を作 (つく)ることが難 (むずか)しいです。いつもやる採血 (さいけつ)だけでも細胞 (さいぼう)を採 (と)ることもできますが、新 (あたら)しい治療 (ちりょう)にはたくさんの細胞 (さいぼう)が必要 (ひつよう)で、何回 (なんかい)も注射 (ちゅうしゃ)（ちっくん）をしなければならず、患者 (かんじゃ)さんに辛 (つら)い思 (おも)いをさせてしまうことが増 (ふ)えてしまします。ちゃんと治療 (ちりょう)をするために、元気 (げんき)な細胞 (さいぼう)をたくさん集 (あつ)めるために、アフェレーシス以外 (いがい)の方法 (ほうほう)はおすすめしていません。

4. 同意書 (どういしょ)の撤回 (てっかい)について
同意書 (どういしょ)をいただいた後 (あと)でも、考 (かんが)え直 (なお)してアフェレーシスをやめることはいつでも可能 (かのう)です。

5. 緊急 (きんきゅう)時 (じ)の対応 (たいおう)について
アフェレーシス中 (ちゅう)に予想 (よそう)していなかった副作用 (ふくさよう)が起 (お)きたときは、担当 (たんとう)の先生 (せんせい)が一番 (いちばん)よい治療 (ちりょう)をしてよくします。なんの治療 (ちりょう)をするかはそのときにひとつひとつ説明 (せつめい)し、はやく元気 (げんき)になるように治療 (ちりょう)を進 (すす)めます。

6. 質問 (しつもん)の機会 (きかい)について
説明 (せつめい)された内容 (ないよう)についてわからないことがあるときは、いつでも担当 (たんとう)の先生 (せんせい)にきいてください。

[image: 「末梢血幹細胞採取」の画像検索結果]
· ソファーに座 (すわ)った状態 (じょうたい)で両腕 (りょううで)から採取 (さいしゅ)します。
· 横 (よこ)になりたいときはベッドに寝 (ね)て採取 (さいしゅ)することできます。
· [bookmark: _GoBack]採取中 (さいしゅちゅう)はテレビやDVDを見 (み)ながらできます。おかしやジュースも大丈夫 (だいじょうぶ)です。
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